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《ご挨拶》

　私たちはお客様に必要とされる高品質に挑戦し、品質重視、コスト重視、短

納期重視を第一に考え、「信頼されるものづくり会社」を目指してきました、

また環境活動も10年が過ぎ充実した活動してきましたが、新たな心で環境方針

を掲げ《地球環境にやさしい会社》を目指し全社員一丸となって取り組んで
行きたいと考えていますので、ご高覧の上ご指導、ご指摘いただければ
幸いです。

株式会社　　　上陽
代表取締役社長　清水　富次郎
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環境方針

＜環境理念＞

株式会社 上陽は、地球環境保全を経営の最重要課題の一つと
認識し、「豊かな心と挑戦」の精神で社員一同「環境保全・地球資源
の枯渇防止」を目指して行きます。
職場の整理整頓から始め生産途上での不良撲滅を図り、限りある

資源を無駄にしない様、良き企業市民としての社会的責任を果たし

て行きます。

＜環境行動指針＞

『全社員が環境保全を理解し、以下の行動指針に従い環境保全

活動に取り組んで行きます』

１．環境関連の法規制・条例・協定等を遵守し、環境汚染の未然
防止に努める。

２．生産活動により生じる環境負荷を的確に把握し、目的・目標を

設定し、技術的・経済的に可能な範囲で継続的な環境負荷の
低減を図り、グリーン購入及び化学物質の適正管理を行う

３．ＣＯ２総排出量の削減に取り組む。（電力消費及び燃料の削減）

４．産業廃棄物排出量の削減及び不良削減・リサイクルの促進・
節水を社員全員で取り組む

５．環境保全の意識向上を図る為に全社員に対して環境教育、社

内啓蒙活動を実施する。

６．この指針は広く社会に対して情報開示を行う。



Ⅱ． 事業活動の規模

１． 事業者名及び代表者名

　株式会社　上陽
　代表取締役社長　　　　　清水　富次郎

２． 所在地

　〒３７９－２２０４

本社工場　　群馬県伊勢崎市西久保町三丁目１１１８－１

第三工場　　群馬県伊勢崎市西久保町三丁目１０８４－１

３． 環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

　責任者　： 　　　課長 蛭間　正行

　担当者　： ＥＡ２１事務局 佐藤　貴子

　連絡先　： 電　　　　話 ０２７０－６２－３８４２

Ｆ　 Ａ　 Ｘ ０２７０－６２－６８５２

Ｅ－ｍａｉｌ info＠joyo-isesaki．co．ｊｐ

４． 事業概要

通信機器・電子機器・気象観測機器等の精密板金、
プレス加工・溶接及び筐体組立・構造設計

*認証登録の範囲（本社工場、第三工場）

５． 事業規模
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Ⅲ. ＥＡ２１推進体制

　環境方針を策定し誓約するとともに当社の最高責任者としてEMSに関し環境管理責任
者を始め必要な責任者を任命する。当該責任者には、現在の責務に関わりなく、兼任で
責任と権限を明示する。またEMSの構築・運用・維持に必要な経営諸資源（人材・資金・
機器設備・技術技能を含む）を準備する。EMSの構築・運用に関する情報を収集し、環
境方針・環境目標をはじめ、システム全体の見直しを行い、必要に応じて改定を指示す
る。環境方針を策定し誓約する。

社員は各工程内の５Ｓと環境活動に取り組む

蛭間正行

代表取締役社長

　自己の管理範囲内における管理責任者として、全員参画によるEMSの運用及び管理
に責務を負い、課内の必要な人材育成、パフォーマンスの向上を図る。

職　　　　　　　名

－3－

【最高責任者】

【一般従業員】

　環境管理責任者は、環境経営システムを構築・運用し責任を持つ。EMSに関する経営
諸資源の合理的・効果的な運用を図り、目的を達成する為に、環境委員会を運営する。
またEMSの構築と運用を円滑に行い、社長による見直しのための情報として、その構
築・運用に関する情報を最高責任者に提供する。また遵法の監視、法規制の見直しを
行う

【環境管理責任者】

環境委員会
（6ヶ月に1回開催）

【事　務　局】
佐藤貴子

役　　　　　　　　　　　　割

【環境管理責任者】
蛭間正行

【最高責任者】
代表取締役社長

清水　富次郎

【事　務　局】 　事務局として、環境管理責任者を補佐し、EMSに関する実務全般を所轄する。

佐藤貴子

【各課代表者】

【生産管理】

野中厚志
【検査・営業】

原沢賢治

【組 立】

野中厚志
【ベンダー】

蛭間正行

【Ｎ Ｃ】

戸部直樹

【ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ】
【冷凍庫】
小池裕

【総務･経理】

佐藤貴子



Ⅳ. 環境目標とその実績（環境負荷実績と環境目標比較）

当社に於ける2019年度（19年10月～20年9月）の環境負荷実績を把握し、
2021年度の目標（年-2％削減）を下記の通り定め、取り組んだ

１． 主な環境目標と環境負荷・実績

＜主な環境目標＞

2020年度 2021年度 2022年度

kg-ＣＯ２ 1%削減 2%削減 3%削減

ｔ 1%削減 2%削減 3%削減

㎥ 1%削減 2%削減 3%削減

ケ 実績把握 実績把握 実績把握

ケ 1%削減 2%削減 3%削減

化学物質は使用量が少なく現状把握のため除く

＜実績値＞2021年10月～2022年9月までの実績値 【評価】○：達成　×：未達成

kg-ＣＯ２ 217,628 217,628 257,797 18.5% 増加 ×

ｔ 106.6 106.6 125.2 5.6% 増加 ×

㎥ 890 890 ##### 28.9% 増加 ×

ケ 445 445 418 61.0%

ケ 750 750 738 -6.9% 減 ○

電力排出量の係数は0.53kg-CO2/kWhで計算

2019年度
（基準値）

不良削減量

基準年度比目標値
項　　　　　目 単位

2021年度
（-2％目標値）

2%削減

廃棄物排出量
（鉄くず）

水使用量

217,628

2%削減

2%削減

2020年度

2019年
度

基準年

106.60

ＣＯ２総排出量

評　価

2%削減

単位

890

750不良削減量

削減率
（購入
率）

実績把握
445/509

実績把握グリーン購入品

ＣＯ２総排出量

項　　　　　目
2021年度

1,147.0

112.54

実績値

廃棄物排出量
（鉄くず）

－４－

698

2019年度

グリーン購入品 376

257,836

水使用量



Ⅴ. 環境活動の取組と評価（2021年度実績）

　《取組計画》

2019年度実績に対して、2021年度2%削減する。 　生産量増加の為加工機の稼働が多くなり

・電力使用量削減の取り組み 電力使用量の増加、納品回数の増加より

・軽油。ガソリン使用量削減の取り組み 軽油・ガソリン消費の増加

〔達成状況〕 【総合評価×】

　　18.5％で削減未達成 今期データの内容を社員全員で把握し

節電に取り組む

2022年度目標値-3%とし活動に取組む

　スクラップ排出量の削減（金属くずのみ）

2019年度実績に対して、2021年度2%削減する。 製品の受注が多かった為スクラップ排出量増。

〔達成手段〕
・端材の再利用
･ネスティング改善による歩留まり向上 【評価　×】　

・鋼材切断時の歩留まり向上

　　　〔達成状況〕 2022年度目標値-3%とし活動に取組む

　水使用量の削減

2019年度実績に対して、2021年度2%削減する。 適正な節水をしており今後も維持継続をする

　　　〔達成手段〕 節水の徹底と設備の点検

・洗い物時の洗い桶使用 目標値－3％とし、水使用量の

･洗剤を少なめにして使用 更なる削減に取組む。

・水道設備の点検

　　　〔達成状況〕 【評価　×】　

3.1％増加未達成

　グリーン購入品（グリーン調達）

・平成２０年１１月より取引会社の要求により ・原材料のクロムフリー化が主流になり

　クロムフリーの材料を使用 前年度と同様約80%クロムフリー材を使用

・メッキ製品についても、六価から三価に移行 ・メッキ製品に関しても、三価メッキ

　する。 　が７０％になっている。

・事務用品のグリーン購入品をチェックし ・グリーン購入品は事務用品購入の74.3%

　数値でデータを取る。 　を購入、

【評価　○】　

　不良率の削減

2019年度実績に対して、2021年度2%削減する。 ・月一度の品質会議あり（社員全員）

　　　〔達成手段〕 　不良削減に取り組んだ効果があり削減

・製品の取扱いに注意する 　できた、今後も活動を維持し継続する

・決め事をきちんと実行して不良を減らす ・ＮＧで再製造する不良は少ないが

・基本動作の徹底 　手直し修正で良品になる製品が増えた

　　　〔達成状況〕
【評価　○】　

`-6.9％減で達成 目標値－3％とし活動に取組む

評　　価

評　　価

不
良
削
減

評　　価

評　　価
+5.6%増加未達成

評　　価　ＣＯ２総排出量の削減

廃
棄
物
削
減

Ｃ
Ｏ
２
削
減

－５－

節
水



　経営者による全体評価と見直し、指示

　　　今期は冷凍機の生産が増え、前年度よりも売り上げが

　　　増加したが、それに伴い冷凍機関係の不良も増加している、

　　　不良を削減すること。引き続き生産活動を続け

　　　環境活動も継続し続けてもらいたい、

Ⅵ． 環境関連法規制の遵守状況

１． 当社に適用となる主な環境関連法規

特定施設の届出（液圧プレス・圧縮機）

（県条例に準ずる） 規制基準の遵守、　第３種区域に該当

本年も測定年と同じ作業内容なので、

変更・苦情は無い　　

特定施設の届出（液圧プレス・圧縮機）

（県条例に準ずる） 規制基準の遵守、　第2種区域に該当

本年も測定年と同じ作業内容なので、

変更・苦情は無い　　

産廃業者との契約締結

マニフェスト管理、廃棄物置き場管理

マニフェスト実績報告

安全管理・衛生推進者

少量危険物の取扱い

甲種防火管理責任者・危険物乙４類責任者

保守点検　（県条例に準ずる１１条検査毎年１回実施）

全工場共（3ヵ所）、基準値以下で合格

・追記：2022年10月20日遵守状況の確認の結果、法規制違反,

訴訟等はありません。 なお関係当局より違反等の指摘は過去３年間ありません。

－6－

遵法

該当する活動及び確認と評価の結果法規制等の名称

騒音規制法

振動規制法

遵法

遵法

遵法

遵守状況

廃棄物の処理及び清
掃に関する法律

浄化槽法

消防法

労働安全衛生法 遵法

遵法


